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智
頭
町
で
は
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
、
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
よ
く
わ
か
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」を
作
成
し
、

す
べ
て
の
世
帯
に
配
布
を
し
ま

す
。

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
は
、
社
会

保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
手
続
の

た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

勤
務
先
、
金
融
機
関
、
年
金
、
医

療
保
険
者
な
ど
に
提
供
す
る
も
の

で
す
。
こ
う
し
た
法
律
で
定
め
ら

れ
た
目
的
以
外
に
む
や
み
に
他
人

に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
人
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
不
正
に
入

手
し
た
り
、
他
人
の
「
マ
イ
ナ
ン

■
町
作
成

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

■
個
人
情
報
の
安
心
・
安
全

　

を
確
保
し
ま
す

■
個
人
情
報
保
護
措
置
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証券会社や保険会社等にマイナンバー
を提示し、法定調書等に記載します

毎年６月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを提示します

勤務先にマイナンバーを提示し、
　　　　源泉徴収票等に記載します

金融機関 市区町村

勤務先

顧客の個人番号を法定調書
等に記載して税務署などに
提出します

従業員やその扶養家族の個人番
号を源泉徴収票等に記載して税
務署や市区町村に提出します

証券会社や保険会社等にマイナンバー
を提示し、法定調書等に記載します

毎年６月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを提示します

勤務先にマイナンバーを提示し、
　　　　源泉徴収票等に記載します

金融機関 市区町村

勤務先

顧客の個人番号を法定調書
等に記載して税務署などに
提出します

従業員やその扶養家族の個人番
号を源泉徴収票等に記載して税
務署や市区町村に提出します

証券会社や保険会社等にマイナンバー
を提示し、法定調書等に記載します

毎年６月の児童手当の現況届の際に
市区町村にマイナンバーを提示します

勤務先にマイナンバーを提示し、
　　　　源泉徴収票等に記載します

金融機関 市区町村

勤務先

顧客の個人番号を法定調書
等に記載して税務署などに
提出します

従業員やその扶養家族の個人番
号を源泉徴収票等に記載して税
務署や市区町村に提出します

平成２８年１月１日からマイナンバーを次のような場面で使います

バ
ー
」
を
取
り
扱
っ
て
い
る
人

が
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
や
個

人
の
秘
密
が
記
録
さ
れ
た
個
人

情
報
フ
ァ
イ
ル
を
他
人
に
不
当

に
提
供
し
た
り
す
る
と
、
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

み
ほ
ん

制
度
面

◎
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
含
む

個
人
情
報
を
収
集
、
保
管
す

る
こ
と
を
禁
止

◎
特
定
個
人
保
護
委
員
会
と
い

う
第
三
者
機
関
が
、「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
」
が
適
切
に
管
理

さ
れ
て
い
る
か
監
視
・
監
督
。

◎
法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
罰

則
も
、
従
来
よ
り
も
重
い
。

シ
ス
テ
ム
面

◎
個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る

の
で
は
な
く
、
従
来
通
り
、

年
金
の
情
報
は
年
金
事
務

所
、
税
の
情
報
は
税
務
署
と

い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て
管

理
。

◎
行
政
機
関
間
で
情
報
の
や
り

と
り
を
す
る
と
き
も
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
直
接
使
わ

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
シ
ス

テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人

を
制
限
し
た
り
、
通
信
す
る

場
合
は
「
個
人
番
号
」
で
は

な
く
暗
号
化
を
行
う
。



9 広報ちづ　No. 763

問合せ先　　国民健康保険智頭病院　総務課　　☎７５－３２１１

声を掛け合って、さぁ
チャレンジを !!

連載 ♪ 第３回

院　長 濱崎尚文

小児科 大谷恭一

 大谷医師  濱崎院長

認
知
症
の

　
　
　

症
状
は
多
様

　
　

今
回
は
認
知
症
の
多
様
な
病

状
を
確
認
し
ま
す
。

　
　

要
す
る
に
程
度
問
題
で
、
誰

に
で
も
覚
え
の
あ
る
内
容
が
含
ま

れ
る
！

　
　

各
項
目
を
「
Ａ 

当
て
は
ま

る
、
Ｂ 

何
と
も
言
え
な
い
、
Ｃ

当
て
は
ま
ら
な
い
」
で
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

自
己
評
価
か
、
ご
家
族
な
ど
日

常
生
活
を
良
く
知
る
人
の
他
己
評

価
で
す
。

　
　

採
点
・
評
価
で
は
な
く
、
よ

り
丁
寧
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の

願
い
か
ら
で
す
。

イ
〔　

〕
前
に
買
っ
た
こ
と
を
忘

れ
、
同
じ
も
の
を
た
び
た
び
買

う
よ
う
に
な
っ
た

ロ
〔　

〕 

以
前
と
比
べ
て
無
表
情
・

無
口
に
な
っ
た

の
流
れ
や
段
取
り
を
順
序
立
て

て
行
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た

レ
〔　

〕 

毎
日
同
じ
も
の
し
か
食

べ
な
い
。
際
限
な
く
食
べ
る
こ

と
も
あ
る

ソ
〔　

〕 

身
勝
手
な
行
動
が
あ
り

危
険
を
感
じ
る

ツ
〔　

〕 

雨
天
・
荒
天
で
も
散
歩

す
る
な
ど
、
決
ま
っ
た
時
間
・

順
序
に
行
う
。
制
止
し
よ
う
と

す
る
と
怒
る

ネ
〔　

〕 

服
装
や
衛
生
状
態
に
無

関
心
で
不
潔
が
気
に
な
ら
な
い

よ
う
だ

ナ
〔　

〕 

尿
漏
れ
が
あ
る
が
気
に

し
な
い
で
い
る

ラ
〔　

〕 

そ
の
場
の
状
況
に
不
適

切
な
言
動
を
す
る

ム
〔　

〕 

実
際
に
い
な
い
は
ず
の

人
や
動
物
が
見
え
る
と
い
う

（
幻
視
）

ウ
〔　

〕 

歩
き
が
ゆ
っ
く
り
で
腕

を
振
ら
な
い
。
す
り
足
で
歩
く

（
歩
行
時
前
傾
姿
勢
で
、
腕
は

前
の
方
に
あ
る
）

　
　

Ａ
「
当
て
は
ま
る
」
が
四
つ

以
上
の
場
合
は
、
認
知
症
の
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

甲
状
腺
機
能
低
下
症
な
ど
、
多

ハ
〔　

〕 

日
中
か
ら
居
眠
り
を
し

て
い
る

ニ
〔　

〕 

同
じ
言
葉
を
際
限
な
く

繰
り
返
し
て
い
る

ホ
〔　

〕 

相
手
の
言
葉
を
オ
ウ
ム

返
し
す
る
こ
と
が
多
い

ヘ
〔　

〕 

話
し
か
け
て
も
目
を
見

な
い

ト
〔　

〕 

会
話
で
ア
レ
・
ソ
レ
が

目
立
ち
、
モ
ノ
の
名
称
を
言
わ

な
い

チ
〔　

〕 

趣
味
や
楽
し
み
に
興
味

や
関
心
が
な
く
な
っ
た

リ
〔　

〕 
何
も
し
な
い
で
い
る
こ

と
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

ヌ
〔　

〕 

何
故
か
引
き
こ
も
り
が

ち
に
な
っ
た

ル
〔　

〕
泣
き
上
戸
・
笑
い
上
戸

に
な
っ
た
（
喜
怒
哀
楽
が
激
し

く
な
っ
た
）

ヲ
〔　

〕 

は
さ
み
な
ど
、
日
常
用

具
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た

ワ
〔　

〕 

通
い
な
れ
た
道
な
の
に

迷
う
こ
と
が
あ
る

カ
〔　

〕 

周
囲
の
出
来
事
に
興
味

を
示
さ
な
い

ヨ
〔　

〕 

鍋
を
焦
が
し
易
い
。
ガ

ス
の
火
の
消
し
忘
れ
が
多
い

タ
〔　

〕 

料
理
や
洗
濯
な
ど
一
連

く
の
病
気
の
除
外
が
必
要
な
の
で
、

医
師
の
診
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

Ｂ
が
四
つ
以
上
の
思
い
当
た

る
人
は
、
認
知
症
に
進
む
可
能
性

が
あ
り
得
ま
す
。「
ト
」
は
い
か

が
で
す
か
？ 

　

私
は
、
親
し
い
人
に
、
ア
レ
・

ソ
レ
で
は
な
く
、
固
有
名
詞
で
会

話
を
す
る
よ
う
に
話
を
し
、
ゆ
っ

く
り
と
待
っ
て
、
な
い
し
、
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
、
固
有
名
詞
が
出
る

の
を
待
ち
ま
す
。　

　

大
脳
の
機
能
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
自
身
で
日
頃
の
思
考
・

言
動
を
固
定
化（
パ
タ
ー
ン
化
）し

な
い
配
慮･

工
夫
が
大
切
で
す
。

　
　

「
今
か
ら 

ス
ト
ッ
プ 

認
知

症
」
～ 

元
気
な
今
か
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
だ
ネ
！

ご
意
見
・
感
想
を

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
係
）


